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学会発表
国際規模の学会
１ 	 横井研介：CTO を伴う分岐部病変対する治療戦略．Complex Cardiovascular Therapeutics（CCT）

2024．2024，10，24-26．
国内全国規模の学会
１ 	 横井研介：インターベンション医の立場から．第88回日本循環器学会学術集会．2024，3，8-10．
２ 	 園田信成：AI-IVUS はエキスパートを超える時代が来るのか？．第88回日本循環器学会学術集会．

2024，3，8-10．
３ 	 横井研介：ACS でガイドがかからない症例（英語）．第32回日本心血管インターベンション治療学

会．2024，7，25-27．
４ 	 園田信成，野出孝一：急性心筋梗塞に対する冠動脈インターベンション治療のベストプラクティス

を考える．第72回日本心臓病学会学術集会．2024，9，27-29．
５ 	 園田信成，野出孝一：ACS の最新治療戦略　急性心筋梗塞に対する冠動脈インターベンション治療

のベストプラクティスを考える．第72回日本心臓病学会学術集会．2024，9，27-29．
６ ◯坂井ひかり，吉岡吾郎，城島昴太，田中敦史，園田信成，野出孝一：睡眠時無呼吸症候群が疑われ

終夜睡眠ポリグラフ検査施行令における夜間血圧の実態：単施設レジストリーデータより．第46回
日本高血圧学会総会．2024，10，12-14．

７ 	 横井研介：心房細動治療における新たなアプローチ～経皮的左心耳閉鎖術とは～．第46回日本高血

2―　　―



圧学会総会．2024，10，12-14．
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後および死因の検討．第37回日本冠疾患学会学術集会．2024，11，29-30．
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地方規模の学会
１ 	 横井研介：積極的なデバルキングを考える瞬間（とき）．第36回日本心血管インターベンション治

療学会九州・沖縄地方会．2024，1，12-13．
２ 	 園田信成：PCI がどんどん上手くなる！イメージング読影術．第36回日本心血管インターベンショ
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症に対する下大静脈フィルター留置の返還：他施設レジストリー－データより．第37回日本心血管
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のコイル留置が困難であり，自作コイルにより止血に成功した一例．第37回日本心血管インターベ
ンション治療学会九州・沖縄地方会．2024，8，23-24．
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脈主幹部塞栓を併発した一例．第37回日本心血管インターベンション治療学会九州・沖縄地方会．
2024，8，23-24．

８ 	 横井研介：虚血インタベ医が経皮的左心耳閉鎖術を行う理由．第37回日本心血管インターベンショ
ン治療学会九州・沖縄地方会．2024，8，23-24．

９ 	 佐藤大祐，諸岡大樹，古謝侑奈，陳文瀚，夏秋政浩，園田信成，野出孝一，山下佳雄：UAP に対
してPCI後に心タンポナーデを呈した １ 例．第37回日本心血管インターベンション治療学会九州・
沖縄地方会，2024，8，23-24．

10 ◯枝吉誠，横井研介，山口尊則，渡邊伸英，中島夏奈，新里広大，鶴田浩太呂，野出孝一：心房筋生
検により確定診断に至った心房限局性リンパ球性心筋炎の １ 例．第137回日本循環器学会九州地方
会．2024，12，14．
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Bentall 術後に左冠動脈主幹部高度狭窄病変に対して PCI を施行した ２ 例．第137回日本循環器学
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発見が遅れた急性心不全症例．第137回日本循環器学会九州地方会．2024，12，14．
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その他の学会
1 	 園田信成：虚血性心疾患の現状と未来．第57回河口湖心臓討論会．2024，8，17-18．
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栄養不良が血液透析患者の冠動脈石灰化を進行させる
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